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１． 研究課題

2014 年に閣議決定されたエネルギー基本計画では、建築物に関しては、2020 年までに新築公

共建築物等で、2030 年までに新築建築物の平均で、ネット・ゼロ・エネルギービル（ZEB）を

目指すと目標が示されている。資源エネルギー庁の ZEB ロードマップ委員会（委員長：田辺

新一）において定義が定められ技術開発、普及施策が行われている。本研究の目的は、ネッ

ト・ゼロ・エネルギー（ZEB）を実現するための省エネルギー手法や再生可能エネルギー利用

技術に関する研究開発を行うことを目的とする。資源エネルギー庁の定義では設計一次エネ

ルギー消費量を基準としているが、運用時にその性能が発揮できるようにする必要がある。

本研究では計画時から運用時に至る一連の対策に関して定量的に明らかにすることにある。

具体的には、オフィス、公共施設、住宅など様々な空間における検討及び実測・実験を通じ

てエネルギー有効利用法の検討を行う。再生可能エネルギー利用時の DR（ディマンド・レス

ポンス）についても検討する。空調の省エネルギー手法や熱源の最適化検討を行う。また、

デシカント空調、パーソナル空調、放射冷暖房など新しい空調システムの快適性・省エネル

ギー性評価を行うことで、より環境負荷の小さな空調・換気システムの実現を図る。ゼロ・

エネルギー・ハウス（ZEH）に関する研究も行う。

２． 主な研究成果

2.1 オフィスビルにおける ZEB 実現の検討及び計画

2.2 公共建築物における ZEB 化検討

2.3 スマートエネルギーハウスに関する研究
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５． 研究活動の課題と展望

2018 年度が第一期となる。順調に研究が進展している。


